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2．資料・企画詳細・アンケート結果
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特別講義　化学がわかればあなたの人生がより豊かになる

　2024 年 3月 7日 ( 木 )，教育学部附属中・高等学校交流ホールにて，名古屋大学大学院工学
研究科の石原一彰教授による特別講義が開催されました。名古屋大学教育学部附属高等学校の生
徒 14名が対面で参加し，名古屋市立向陽高等学校の生徒 5名は Zoomによるオンライン配信で
参加しました。ニュースで目にする事象を科学の言葉で説明する化学講義だけでなく，大学で学
ぶことの価値や，先生ご自身の学びの原動力となってきた考え方について，生徒たちの今後の学
びの指針になるようなお話を伺う機会となりました。

講義概要： 化学が好きですか？化学が得意になると身の回りのことがよく理解でき、私たちの生
活が化学の恩恵に支えられていることに気付かされるでしょう。
地球環境の悪化を抑え、持続可能な社会の実現には化学の発展が欠かせません。この
講義では身の回りの化学から大学の研究、そして学びの極意「知之者、不如好之者。
好之者、不如楽之者。」についてお話しします。

付記
本講演会は名古屋大学の令和 5年度未来社会創造プロジェクト（アカデミア組成・課題提案型）
により助成を受けている。
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学びの杜・学術コース　

　「学びの杜・学術コース」は、本学の教員を中心とする研究者が、各専門領域における大学レ
ベルの学びの機会を高校生に提供する無料公開講座である。本学教育発達科学研究科附属高大接
続研究センターおよび前身の中等教育研究センターが毎年夏休み期間に開催し、2005 年の開始
から 19年目を迎えた。参加生徒が知の探究のたのしさ厳しさにふれることで自己の興味関心を
内省し、将来のキャリアデザインにつなげてゆくことを目的としている。
　なお、学年・所属学校によるクラス分けを行わないため、ふだんの授業とは異なるメンバーで
協同学習を行う機会にもなっている。
　参加者への事後アンケートで、「学びの杜」に参加して良かった点として当てはまるもの（重
複選択可）を尋ねたところ、以下の回答が得られた。なお，事後アンケートには 81名から回答
があり，「学びの杜」全体の満足度を 5段階で評価させる設問の平均は 4.54 であった。

　大学レベルの学術的な講義を生徒に体験させるという、本企画の主な目的は一定に果たすこと
ができた。一方、受講内容が高校での学習に役立つという感触を得た生徒は多くなかった。学習
内容間のつながりは、アンケート回答後に時間をかけて理解できるという可能性もあるが、来年
度以降は講師と連携し、高校での学習内容との接続を認識できるような機会を増やしたい。また、
対面実施の環境を生かし，他校・他学年の生徒との交流の促進を今後の課題としたい。
　来年度の開催に向けて要望をきいたところ，具体的な学問領域（歴史学，地理学，哲学，獣医
学，哲学など）や研究対象（化石，畜産業，免疫など）を挙げる生徒が多く，自分の興味関心に
沿って主体的に受講する講義を選択している様子がうかがえる。また，進路選択の参考にしたい
という理由で，大学の学部をより網羅する形での開講を望む声が複数あった。


